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青森 13 8 5 2 1

弘前 16 10 6 3 1

八戸 14 9 5 2 1

五所川原 7 5 2 1 1

上十三 9 6 3 2 1

むつ 6 4 2 1 1

合計 65 42 23 11 6

定　点　数
　　　    保　健　所　名 増減数

    疾 患 番 号 ・ 疾 患 名 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 (前週からの増減）

(72)  イ  ン  フ  ル  エ  ン  ザ 0 0.00 1 0.06 32 2.29 0 0.00 1 0.11 0 0.00 34 0.52 19
(60)  咽    頭    結    膜    熱 0 0.00 1 0.10 0 0.00 0 0.00 1 0.17 1 0.25 3 0.07 2
(61)   A 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 咽 頭 炎 9 1.13 19 1.90 4 0.44 0 0.00 6 1.00 2 0.50 40 0.95 7
(62)  感  染  性  胃  腸  炎 54 6.75 48 4.80 37 4.11 9 1.80 102 17.00 11 2.75 261 6.21 88
(63)  水                痘 20 2.50 14 1.40 24 2.67 17 3.40 20 3.33 3 0.75 98 2.33 -27
(64)　手 　  足　   口  　 病 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 1 0.17 0 0.00 1 0.02 1
(65)  伝    染    性   紅   斑 17 2.13 15 1.50 1 0.11 1 0.20 2 0.33 0 0.00 36 0.86 -2
(66)  突    発    性   発 し　ん 1 0.13 7 0.70 8 0.89 0 0.00 3 0.50 2 0.50 21 0.50 0
(67)  百      日       咳 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0
(68)  風 　し　ん 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 -1
(69)  ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 0.13 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 1 0.02 0
(70)  麻 しん （ 成 人 を 除 く ） 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0
(71)  流 行 性 耳 下 腺 炎 5 0.63 2 0.20 4 0.44 7 1.40 2 0.33 3 0.75 23 0.55 1
(73)  急 性 出 血 性 結 膜 炎 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0
(74)  流  行  性  角  結  膜  炎 15 7.50 0 0.00 0 0.00 4 4.00 4 2.00 0 0.00 23 2.09 9
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Ⅰ 第48週の発生動向（2005/11/28～2005/12/4） 

1．伝染性紅斑は、青森保健所管内で引き続き警報が出されています。 
2．インフルエンザ及び感染性胃腸炎が増加傾向にありますので、今後の動向に注意が必要です。 

 

Ⅱ 第48週五類感染症定点把握 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    は警報       は注意報   「空欄」：患者発生数0  

 
Ⅲ 表Ⅱ以外の感染症法対象疾患 （17年計には､今回届出された人数を含む） 
（55）梅毒（五類全数把握疾患）        八戸保健所管内：1人（17年計 2人） 
（59）RSウイルス感染症(五類定点把握疾患)   弘前保健所管内：2人 むつ保健所管内：1人 （17年計 64人） 

（82）ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ肺炎(五類基幹定点把握疾患)   八戸保健所管内：6人 （17年計 141人） 

 

Ⅳ 病原体検出情報 
十和田市内の病院で11月29日に採取された感染性胃腸炎患者材料からノロウイルスＧⅡが、八戸地域で12月1日

に採取されたインフルエンザ患者材料からＡＨ3型インフルエンザウイルスが検出されました。 

 

    感感感   染染染   性性性   胃胃胃   腸腸腸   炎炎炎   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
感染性胃腸炎の報告数が増加するのは冬季であり、本県における定点当たりの患者数は、前年に比較し立ち上がりが早く 43

週以降増加傾向が続いています。特に上十三保健所管内で著しく増加しています。 
冬季の感染性胃腸炎の大半は、ノロウイルスやロタウイルスなどのウイルス感染を原因とするものです。特にノロウイルスは

感染力が非常に強く、吐物、糞便等の取り扱いの不備による感染の他、カキなどの二枚貝の生食による感染もありますので注意

しましょう。                                   ＜参考：IDWR感染症の話＞ 

（2005年第48週）


